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内 容 梗 概

小[トニ甘テけるクロスバ小【]動交換方式の最初の試みとLて,昭和31年三重県香良洲ほか3局にお

いてサービス開始をみた第2椎クロスバ′J＼自動交換機は公社および製造会社関係者の絶大な努力と協力
によごい'臣つ公衆サービス用の国産クロスバ局として良好の成績を頼めることができた｡その性能,機能

なと~∴ついてこま公祉として初めての経験でもあり,また満足すべき性能を期待し 確認する意味もあっ

て運上とい上るほど十分な慎届を期した｡その結果相当人きな装置となり,これらの採用実施に移るに

:三維三一千上の見地から方式の全面的検討を行う必要に迫られた｢.

ニごテしらしつ升[1により第2種クロスバの方式検討を行い公社部内,製造会社間の打合せを進め,新たに

C2什行十酌1J換機とlノて什様書の制定をみた｡本年度今村局ほか5局に採用されることとなり,すでに

搬入,悠長工車･卜である｡

′i一二んノミの標準化にあたりその検討の方針と経過とについて概説し参考に供したい｡

1.緒 言

1.1適用範囲の拡大

第2柁クロスノミ~ノブ式では1マーカ方式(マーカほ現凧

予備の2偶).終F音字デ罷400Ⅰリ!撮までの市外帯域制上の端

局に使用することを[柑(Jとしたものであるが

(1)実施詔両守からみるとむしろ市内従局用として

使用すべきJi-i途がきわめて多く当面端局に対す

がきわめて少ない｢

る′

(2)カメこ1掛麦をjOO回線までに止めておくことほ現

布の加入掛空知率状刊よりみて方式お命内に方式限

に達することが予想される｡少なくとも終局容量は開

局時の初期容量の数倍程度あることが望ましいこと,

および方式自作からみてもむしろ終局容量を増した方

が得策でもる｡

(3)SXS方式による親局の従満として佐川するな

どの場合,~番号計画上!特定のレベルを牢番号によるむ

だをキミぜす完全に利用しうる終局容量とすることが番

号計画上望まt_いことである｡

などの理由により2マーカ方式,終局容量800回線(端

J剥こおける3数字方式の限度)にまで適用範囲を拡張し

た｡また端デリ川i,従局111の2機程を作成することほ得策

ではないのでいずれにも簡単な布線変更によi)同一一一機種

を使用しうるよう考唐することとLた.ニ

1.2 加入者種別

加入者のサービスクラスとしては経済化に葛き必要最

少限とした〔,すなわち単独,二共同,公衆,代表に限定

しこれらの収容位置,番号を固定した｡代表回線は連続

番号形式とLた｡加入者回線あたりのトラフィックほ発

日本電信電話公社技師長窒調査課課付

日本電信電話公社技師長室調査課自動係

着3HCSを限度とLて呼量を考慮することとした二

1.3 使用機器

使川機器の標準部品として WA系(ワイヤスプリン

グ)継電器およびウェスタン形クロスバスイッチを主体

とし,これらに適する諸国路部品および無上i二田 付工法

(ラッピング)による装機形式を採田することとしこれら

による標準■方式を作成することとした′｢

2.フレーム構成

適m局の加入者発信呼などおよび各ルート別のトラフ

ィック分布について調査,検討を行い,かつ各種フレー

ム構成の検討を行った結果

(1)加入者あたり発 信呼率の基準を3HCS(発着

H同数と仮定する)によりこれに対L最適のフレーム

構成を考えるっ後述するようにナンバグループ機能を

僚.IヒL,加入者収容位置と番弓･とを固定するププ式をと

ったために

(2)1フレームに収容する加入者数を100加入にす

ることが力

ある【

および増設工事を考えても設計上有利で

(3)終局容量800加入(8フレーム)とLて初期200

加入(2フレーム)より使用しほじめることを考慮し特

にこの中間の規模においてできうる限り有利となるよ

うに考慮すること｡

(4)20VxlOHのウエスタン形クロスバスイッチを

基準としてフレーム構成を考えるが第2種クロスバの

一部に採用した水平路の継電器による切換方式ほ経済

約ではないので

とした｡

択バー切換の範囲までで考えること

これらの方針に基き検討を行った結果,第2嘩クロス
バで採用した2段接続あるいは3段接続形式のいずれを
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第1表 トラフィック容量(ベルヌイ)

がベルヌーイの分布に従う~とすれは礫1表のとおりで

あるr

(3) 2段接続のフレーム構成を採った結

採るかについてほ,3段接続では1フレームの容量ほ200

～400回線となり初期2フレームとしても 400～800回

線となって適用局の範囲をこえ適当ではない｡それで主

として2段接続形式について理論的検討括 による交叉

点数最少となる条件(1)を求めた上で,上記の各種条件を

満たした上,フレーム構成上ならびに回路構成上最も有

利であるものとして弟1図のフレーム構成を得た｡

このフレームの特長としてほ

(1)一次スイッチよりの出線40をグレーディング

形式により二次スイッチの入線16にまでにしぼって

ある｡2個の一次スイッチ問のマルチプルの簡易化お

よび制御回路の簡明となる点をねらったためにリンク

の負荷に一部アンバランスを生じている｡すなわち単

位番号4,および9のバーチカルファイルに対するリ

ンクは比較的重負荷である｡

(2)フレームのトラフィック容量ほ同時接続の確率
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イッチの出側ほ完全複式となるので

フレーム数の増加に伴い所要l､ラン

ク数の増加と相まって所要スイッチ

数が増大する｡しかし一例として所

要スイッチ数について4段接続の形

式のC3形クロスバ方式と比較して

みると第2図のとおりであって小局

mとして好適のフレーム構成が得ら

れる｡

3.中継方式および接続形式

親局がA形 局地である場合のC2

形クロスバによる市内従 用および端

局用の酔筆中継方式を弟3図および弟

4図に示す｡

C2形クロスバとしての適用範囲と

して市内の従局に使用する場合と市外

帯域制上の端属に使用する場合とがあ

J巨岩才芸続(ごJ

タフ.ク

に入着妻ヌ

/二17

第2図 フ レ ー ム 構 成
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第3図 C2形クロスバ市内従局用標準中継方式

日立評論別】1け第27け

る〔従局の場合は閉鎖番号二方

式となり,端局の場合は開放

番号方式となるので親斤.)に対

する=接続の接続形式に問題

があるっ これに対する処置と

してほ

3.1塙局の場合

親局に対する肛接続呼はす

べて"0''を冠する日動川J時

接続呼であるのでレジスタに

おいて第1数字"0"を識別

しミニマムポーズ問に｢l_=､ラ

ンクへの接続変えを行う方法

をとるっ

接統時間としては2段接続

で二次スイッチ1群のフレー

ム隅成をとったために平均約

130msで接続変えを行うこ

とができる｡ただし特殊のト

ラフィック条件において,ミ

ニマムポーズを超過し山一ラ

ンクへ接続前に加入者ダイヤ

ルがHlた場合ほ損失として処

理(接続変え完了前に後続ダ

イヤルインパルスを受いした

場合謂｢†1け送汁りすることと

した｢すなわち起呼によりレ

ジスタに接続され,レジスタ

より を古郡 出する｡第1

数′十:の"0"がレジスタによ

り推認されれば出接続である

ことを知ってダイヤルインパ

ルスのポーズ問に出トランク

に接続してレジスタi･ま復旧し

その後のパルスほHトランク

によって中継される(第5

図).｡

3.2 従局の場合

親局の千台の特定レベルを

専有偵J†jすることとし経済性

の観点よりセンダを使用せず

切替'方式を採ることとしノたっ

すなわち起呼によって加入者

がレジスタに接続されるとレ

ジスタほレジスタリンクを総

て出トランクまで捕捉してか

ら発信音を送料する｡加入者



C2 形 日 動 交 換 機 の 実 川 化

からのダイヤルはレジスタで計数する一方,Hけランク

を通して親局へ中継する｡

レジスタで日局内接続であることを識別した場合は=

トランクを復IUせしめる｡

//′
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ー｢国
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瓜町/

l

溝ノ 警零;苫防を刀口人蕃胃とする指ほ不要

Fl閥凝の場合ほただちに二次スイッチを動作させてレ

ジスタおよびレジスタリンクを経た通話路と並列に正規

通話路を作成するとともにレジスタおよびレジスタリン

クほf夏1日する｡Jlけランクが仝話中の場斜こは局内接続

のみが可能となるよう考ぼし

てある(葬る図)｡

市外台

第4図 C2形クロスノミ市内端は川標準中継ノブ式

4.回路方式の標準化

第2掩クーコスバからC2形

クロスバへの標準化に1り回

路力式上よりみて興味ある

二,三の点について簡判こ述

べる｡

4.1加入者継電器回路

第2種でほ加入者緑継電旨諒

として平形系列の継電需3個

を使用し,ラインロックアウ

ト機能を付与していたのであ

るが,継電着詮小_1路設計,加入

者緑条件をある程度緩和する

ことにより,TW平形継電器

2個による加入者回路とLた｡

--･応継電器数の面からの合理

化ほ逢せられたが,継竃器当

f)のバネ枚数の蛸加により

合した加入者当りの価格の面

での経済化ほいまだしであ

る｡なお今後の12-り超とLてさ

らに価格･惟能の点からみて

ふさわしいライン継電器たと

えばWK継電器を採用Lてコ

ストダウンをねらうなどの検

討が必要であろう｡

4.2 ナンバグループの

廃止

ナンバグループはフレーム

の加入者収容位置と加入者番

号との対J志を任意にとること

ができるので,トラフィック

管:圭l真の点から,あるいは任意

番号を大代表化しうるなど営

上からみても有川なのであ

るが,経済化の見地より C2

形においてほナンバグループ

を廃止することとし,第l図

に示すように加入者番号およ

びサービスクラスの間違を行



通信機器特集号(第3集)

第5図 出接続系統図(私印

第6図 出接続系統図(従局)

った｡C2形の運用上,トラフィック管理については特

に注意の必要なところである｡また代表回線についても

固定 統番号とし,マーカ内においてPBX選択を行う

簡易な形態として処理しうるようにした｡

4･3 マーカ回路の簡易化

第2種において1マーカ当り約300偶の継電紹を要L.

たのであるが,接続方式の簡明および機能の簡略と甘用

化によって約200個の継電器に減少させたっ

4･4 レジスタ回路の合項化

クロスバ方式の根幹となるレジスタについては最大6

数字従局用までを同一レジスタで処理するに目標をおき

機能および回路の検討を進めた結果,従局となって前の

端局の場合より機能が大分増加したが,継 器数ほ香良

洲の場合90個であったのが50偶に減少することができ,

実装スペースもこれに伴い非常に減少しノた｡

4･5 レジスタリンクの構成

レジスタリンクにおけるバイリンク回路を廃止するこ

ととした｡これは中継方式と関連する点であるが,加入

者ダイヤルインパルスのミニマムポーズ内に接続が完了

し得なく,発

日立評論別冊第27号

加入者からダイヤルインパルスが到

た場斜ま,発信加入者をロックアウトし話中処理するこ

ととした｡このために加入者に対しては単に話中率の増

加になるだけで障害となるわけでほなく,かつ話中率の

増加ほ非常に軽微である｡また端局形式および従局形式

用として2種 のレジスタリンクを考えることとしただ

けで,マーカおよびスイッチフレームほ1種類のみです

ますこととLた｢

4.る 各種トランクの簡易化

第2種クロスバにおいてほ端局に使用することを前提

として,市外線距離が比較的長遠となることを考慮して

市外線を極力しぼることを主眼とし,両方向トランクお

よびCX信一ぢ･方式を採用した1

今後の使用予定をみると,従局として使用される機会

が多く,親局との距離も当然短いのでCX信片方式およ

び両方向トランクをやめて,片方向トランクのみとし,

また親局がステップ･バイ･ステップの場合親局に新しい

装機形式を持ち込むことを避け,

することとした｡

機器を使用

ZZZの設置位置としてほ,親局あるいほ子局設置の両

案が考えられるが,レジスタの増加,トランスレータな

どの点から経済比較を行った結果,親局に

を確認した｡

中すること

5.装 轢

C2形の設計について装機上次のような考慮をほらっ

た｡

(1)′J､自動で架数も少ないので架の種類を少なくL,

また増設上の点から架幅を均一一一とする｡

(2)塔載機器を次の3穫類に分類して塔我の合理化を

ほかった｡

このように分類することによって各架間布線量が減少

し,工事設計および工事が容易となり,また増設も香良

洲に比べてだいぶ楽になった｡

(3)香良洲の場合は全布線を究上端子に収容したが,

架上端子板と布線量が多くなりすぎたので,クロスバ

スイッチの付緑は直接架内に局内ケーブルを引き込む

ようにした〔

前述のごとき標準化の実施を行った結果についてその

経済化の達成された程度を比較してみることとしたい｡



C 2 形 自 動 交 換 手

第2表

川 化

発 右 信 1-ICS/Sub

設腑加ノ､国組数〔端子数)

加 入 睦 別

クロスバスイ ッチ

加
人
者
当
り 軋 器

良 洲〔端Jこ1)

3HCS/L

200(.200)

公衆,単独,代長,2共ト〕,4共同

1.1バーチカル

形
形
極
地

E

の

R

平
Z
有
そ

7.0

8.8

0.45

0.37

2,500mlTl

延長約 8.2nr

村(従局)

2,735mm

延長約 5.0Ⅰュ1

比較の対象とLてすでに其体化された局とLて第2搾

クロスノミの香良洲局(端り200T)およじごC2形クロスバ

の今村ノJユ(従局200L)を対象にとり,木方式とLての初

期冥装容冠二の規膜である200Tにおいて
-･応端斤,い従局

の方式..上の差異を無視Lて,簡_甲のために加入者回線当

りの所要継電揖数およびクロスバスイッチ仁バーチカル)

放で比較するっ

購入†酢俗について比較するのが妥当でほあるが,塊‡l三

でほⅩB川としての各組機端部品が矢川に供され始めた

初期であり.その価楕ほきわめて 波的なものであって

不適当と考えられるので,あえて所要機器数によF)し11動

交換機本体の裁について比較すると第2表のとおりであ

′D r.

電

る.結

形(従J‖ユ)

3ⅠICS/L

200 r2001

公衆,ri~1.塗,代よ,2共車

スイッチ0.5

の

水そ
リノ

ン▼刀ほ りと

1
8
な

2.4.類

ク

鮎薄 2,ん100=-1--

架奴 5 壁上主約 8.91Tl

第2縄クロスバとLて=発LたわがH最初明クロスバ

方式ほC2形クロスバに進歩し,十分美川に供せられる

ようになった∴今後サービス機能の少しJり_変更およびク

ロスバ関係の各掩基準好岬)`;lilj定などに什う少し_Cり変更改

良が城されてほいるが,大綱についてほ今回のC2形に

よって確立されたといえる.っ

こからについてほ1｣立製作所を糾Jl芹;黒三貴公社の労力

によ一.)たことを慄く感謝する.【.
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